
          THE SERVICE CLUB FOR THE YMCAs CHARTERED IN 2010 

長野ワイズメンズクラブ 会報 

２０１８年 

 

 ２月 第８７号 

THE Y’S MEN’S CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

２０1７～２０1８年度主題 

国 際 会 長 主 題「国境なき友情」“Fellowship across the Borders” 

 ア ジ ア 会 長 主 題「ワイズ運動を尊重しよう」“Respect Y⁷s Movement” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「広げよう ワイズの仲間」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「楽しもうよ 仲間とともに」 

  長野クラブ会長 「今できることをなんとかやってみよう」 

今月の聖句        
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

 

 

                              

 

 

 

 

 

１月データ 

在籍会員   １４名  

例会出席者   ８名 例会出席率 ５７％ 

ゲスト 3名 

 

 

 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

監査  塩入 隆 

ブリテン  小林美彦、堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

      ２月 例会案内          

 日 時  2018 年 ２ 月 21 日 （ 水 ）

6:30pm~8:30pm 

会場 レストランやま  司会 小林 Y’s 

１．開会点鐘              会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３．今月の聖句          丁 Y’s 

４．会長あいさつ          会長 

５．ゲスト紹介           会長 

６. 報告      

7. 卓話   丁 Y’s 

「長野での仕事を通して感じたことなど」 

８、ワイズディナー 

自由トーク                         

９．ハッピーバースデー（8 日 丁 Y’s） 

１０．YMCA の歌 

１１．閉会点鐘          会長                                 

     

 

          

    

TOFの月     森本俊子 

ワイズメンズクラブでは 2月を TOF（time of fast）の月として 

国際・交流のための献金をすることにしています。会員ひとり当た 

りの献金額は 1300 円とされ、「強制ではない」という但し書き付き 

で会計担当から案内が来ています。クラブによっては、2月の例会は 

おにぎりだけにして TOF献金にするというところもあるようですが、 

長野クラブの場合会場費をタダにしていただいている分当日徴収の 

1000円会費プラスαの食事をいただいております。 

 年金暮らしでは会費だって大変、という声さえあります。献金の

額はいったいどのくらいなら適切なのでしょう。 

 今回甲府で開かれた評議会の分科会（8人ずつ 10グループ）では、 

クラブ員を増やすためにはどうしたらいいかが本音で語られまし

た。時間の関係で自分の出席したグループだけしか聞けませんでし

たが、YMCA をサポートするという基本理念に魅かれて入会し活動し

ているという意見がはっきりと語られました。 

長野は YMCAがないので会員としての自覚が持ちにくいかもしれませ 

んが会費も献金も広い意味で青少年のために役立っているのだとい

うことを改めて思いました。会員外の友人が使用済み切手や、プル

タブを集めては届けてくれます。会員にはなってもらえなくても、

会を認知してくれているのです。私たちの会はそのくらいのところ

から成り立っているのです。月に一度食事を共にする。メンバーの

夢に協力する。そのくらいのことはしたいなあと思うのです。    

 

 

今月の聖句   

「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのような者たちのものであ

る。」＜マルコによる福音書 10 章 14 節＞               丁 胤植 Yｓ選 

 

＜マルコによる福音書 10 章 14 節＞ 

 

    

『わたくしは信仰について、戒行について、学問について、捨離について、知慧について、理解力について、

これだけ達している。』と反省して知ることである。     増支部Ⅳ 

                                   

 

  

      

 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （３月は２１日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 

 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の例会報告 

 

出席者 青山史恵。岩田幸雄、久保田恵子、倉石美津子、小林美彦、福島貴和、堀内雅俊、森本

俊子、  （ゲスト） 河西弘明さん（green lab 代表） 

 

キッズ生ごみ農園クラブの活動 

1月の例会は、出席者 青山さん以下・・・・。 

ゲストは長野市で green lab という造園などの会社の代表をしている河西弘明さん。このと 

ころ活動しているキッズ生ごみ農園クラブがセブンイレブン記念財団の助成を受けることに 

なり活動に弾みがついているというお話をしてくださった。もともと都会の子供に原生活体験 

をさせたいと 20年前、教員を辞して信州に移住した河西さんは火をおこすことや炭焼き、お 

醤油造り、などをしたり、造園の仕事、発酵の研究など様々な活動をしながら生ごみからたい 

肥を作り生ごみを可燃ごみに出さないで再生利用することを子供たちと行ってきた。ミミズの 

いっぱいいるたい肥作りに手ごたえを感じている。キッズ生ごみ農園クラブに入会して 8月か 

ら 11月まで毎月第 4日曜日に指定の農園へ生ごみを持っていくと、その時獲れている野菜が 

もらえるという仕組みも作り、長野市の環境パートナーシップ会議のメンバーとして食育、生 

ごみ減量キャンペーンにも取り組んでいる。都会から移住して 20年、今やるべきことに焦点 

が当たっていると感心し、段ボールで生ごみリサイクルという資料をいただいて、実行してみ 

ようと思っているところです。長野市で生ごみ減量アドバイザーの派遣をしていることも初め 

て知ったのは私だけでしょうか。（森本記） 

 

      

 

 

     

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回あずさ部かいじ（甲斐路）評議会報告          森本俊子 

 2 月 10 日（土）山梨県甲府市県立図書館 2 階多目的ホールで開かれた評議会に小林書記、倉
石会計と 3人で出席しました。会場は甲府駅北口から徒歩 3分、近代的な多目的ホールのような
図書館でした。初めて車椅子で、電車利用により、甲府往復という方法をとってみましたが、な
かなか面倒だったのは、直通電車があまりないこと乗り換えの電車があるけれど結構煩わしいこ
と、でした。でも、駅員さんの対応は親切丁寧で申し訳ないほどでした、次の乗り換えのための
連絡も間違えなくつけてくださり、気持よく 3時間余の旅ができました。ゆっくり車窓を眺める
旅も久しぶりだったので、甲斐路を「特急あずさ」で楽しめました。 

出席者は 81名、ホストは甲府 21クラブでした。 

会議では次期部役員の承認に加え CS 助成金分配の件が協議され、長野クラブ申請の「車椅子で
アウトドア体験」は新規事業という観点から 30000円の助成が決まりました。ほかには甲府２１
クラブのベビーカーコンサートが同じく新規事業として 30000円、東京武蔵野多摩クラブが恒例 
の「くにたちさくらフェスティバル」出店で 20000円、松本クラブがアジア賞実施で 50000円、
富士五湖クラブが障碍者フライングディスク大会開催で 50000円と決まり、早速助成金をいただ
いてきました。 

分科会で真剣にクラブの在り方、会員増強をするにはどうしたらいいかと話していると、ワイズ
メンズクラブの皆さんのピュアな気持ちが伝わってきていつも温かい気持ちになります。 

（森本記） 

          

         
   

   

 

     

   

   

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＭCA だより              山梨 YMCA 総主事 露木淳司 

 

地域に根ざし、世界を見つめる 

 

 山梨 YMCAにて､月日、教会一致懇談会による連夜祈持会第５夜の会場として、下に広がる様々

なキリスト教会の信徒たちが宗派を超えて一つとなり、ただ一人の救い主イエスキリストを崇

め、一致して共に祈りを捧げる機会が持てました。YMCAも同様に宗派にこだわることなく、ただ

ひたすらに主の生き方に倣って、世のため人のために奉仕の道を歩み進んでいく団体です。山梨

では新しい YMCA 会館を建設する話し合いが進められています。この話し合いの中心にはいつも

イエス様がいて、御旨に適が与えられるように導いてくれます｡年老いた者も幼き者も､障がいの

ある者もなき者も、日本人も外国人も､男性も女性も､富める者も貧しき者も､全ての者が平等に

白山に声を掛け合い､笑顔でぃられる､共に生きる希望を与えられる場所となることを夢見てい

ます。正にイエス様が示してくれた人間のあるべき姿が実現できる場所として活かされるよう心

から祈ります。ひとたび世界に目を向けますと、対話より圧力を求める動きが加速しています｡

それに呼応するかのように日本でも武器を持つことに肯定的な声が強まりつつあることが懸念

されます。この会館ができるときはちょうど平和の象徴「オリンピック」が東京で開催される頃

です｡今こそ世界の人々が人種や宗教の壁を越えて一つにならなければなりません｡そして､私た

ちは唯一の被爆国民という立場から、平和の尊さを主張していかなければなりません。地域に根

ざし､世界を見つめる YMCA の新会館開設まであと２年に迫りました｡キーワードは ForALL と地

球市民教育｡改めて YMCA の持つ可能性を最大限に引き出し､地域共生社会を実現し､平和な未来

を担う人材を育成していきたいと願います。 

 

 

 
これからの予定 

 
３月３， ４日 東日本区次期会長研修会 東山荘 

  
３月例会第３水曜日 ２１日 レストランやま 
 
6 月 2， 3 日 東日本区大会 

静岡県総合コンベンションホール（沼津） 

クラブ会費の振込をお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア
参加に直結しています。 
今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込み
をお願いします。（1年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 


